
　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時

　
７
月
15
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場
　
総
務
課

　
　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　

自
衛
官
候
補
生 

陸
・
海
・
空
（
男

子
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

 

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

納期内完納に
ご協力ください

今月の納税

●固定資産税
第２期・納期限

７月 27 日

　平成27年度「緑の募金」運動は、４月15日～５

月31日までの期間実施し、小中学校、産業団体、

地域住民など多くの皆様のご協力により　お寄せ

いただいた募金総額は36,434円となりました。

　この募金の一部は、（社）北海道森と緑の会を

介し、学校・教育施設等の緑化や東日本大震災復

興事業等に役立てられます。

　皆様からいただいたご厚意は様々な形で森づく

りに活用させていただきます。緑の募金へのご協

力に対し心よりお礼申し上げます。    　　　

　　　　　　　【積丹町国土緑化推進委員会】

　　　　   　　　　　 積丹町長　松 井 秀 紀

緑の募金緑の募金
ご協力ありがとうございました

□
６
月
１
日
付 

※
（ 

）
は
前
職

【
総
務
課
】

▼
主
査 

松
谷
太
志
（
企
画
課
主
査
）

▼
大
地
奈
津
子
（
住
民
福
祉
課
）

【
企
画
課
】

▼
主
査 

平
畠
恵
治
（
総
務
課
主
査
）

▼
主
査 

中
村
倫
子
（
北
海
道
総
務

部
財
政
局
税
務
課
へ
派
遣
）

【
税
務
課
】

▼
課
長 

今
井
フ
サ
エ
（
北
海
道
総

務
部
財
政
局
税
務
課
よ
り
派
遣
）

【
住
民
福
祉
課
】

▼
課
長 

坂
野
宏
行
（
び
く
に
保
育

所
長
兼
み
な
と
保
育
所
長
兼
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）　

▼
主
査

播
磨
美
代
（
総
務
課
主
査
）　

▼
主

査 

赤
石
孝
（
農
林
水
産
課
主
査
）　

▼
主
査 

工
藤
紀
子
（
農
業
委
員
会

庶
務
係
長
兼
農
地
係
長
兼
振
興
計
画

係
長
）

【
農
林
水
産
課
】

▼
主
査 

福
井
馨
（
住
民
福
祉
課
主

査
）

【
建
設
課
】

主
査 
船
田
建
三
（
昇
任
）

【
び
く
に
保
育
所
・
み
な
と
保
育
所
・

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

▼
び
く
に
保
育
所
長
兼
み
な
と
保
育

所
長
兼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

長 

畑
谷
順
治
（
住
民
福
祉
課
長
）

【
農
業
委
員
会
】

▼
庶
務
係
長
兼
農
地
係
長
兼
振
興
計

画
係
長 

成
田
守
寿
（
住
民
福
祉
課

主
査
）

【
北
海
道
派
遣
】

北
海
道
総
務
部
札
幌
道
税
事
務
所
課

税
第
二
課
主
任 

長
谷
川
訓
（
税
務

課
主
査
）

町
職
員
の
人
事
異
動
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第
２
回
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
級
「
視

察
研
修
」
が
、
６
月
11
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
今
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
今
話
題
の
北
海
道
博

物
館
を
訪
ね
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や

文
化
へ
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

北
海
道
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る

全
国
の
博
物
館
で
活
躍
す
る
の
が
、

「
学
芸
員
」
と
呼
ば
れ
、
文
化
財
の
「
収

集
・
整
理
」
、
「
保
管
・
保
存
」
、
「
展

今月の担当は・・

積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

教育委員会生涯学習課

文化財保護主事　阿
あ べ

部　剛
たけし

B&G 海洋センターは

７月５日（日）
　　６日（月）

全館休館とします

ぞ
れ
の
学
部
の
講
義
と
は
別
に
、「
博

物
館
概
論
」
、「
博
物
館
資
料
論
」
等
、

学
芸
員
と
し
て
の
専
門
知
識
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
講
義
を
受
講
し
ま

す
。
さ
ら
に
、「
博
物
館
実
習
」
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
」
等
の
実
地
研
修

を
受
け
る
こ
と
で
、
学
芸
員
資
格
を

与
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
講
義
の
受
講
に

加
え
、
歴
史
・
考
古
・
民
俗
・
自
然
・

美
術
等
、
各
々
の
専
門
分
野
を
開
拓

し
、
高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け
た

で
あ
る
学
生
達
は
、
積
丹
町
の
文
化

財
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
を
学
ぶ

た
め
、
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
主

事
の
案
内
に
よ
り
、
旧
幌
武
意
小
学

校
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
郷
土
資
料
を

視
察
す
る
と
と
も
に
、
美
国
町
内
を

散
策
し
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

研
修
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
学
生
に
は
「
博
物
館
の

な
い
町
に
お
い
て
、
文
化
財
を
ど
の

よ
う
に
守
り
、
活
用
す
べ
き
か
」
と

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
積
丹
町
に
そ
の
よ
う
な
施
設
は

存
在
し
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
郷
土
資
料
整
理
作
業
の
中
で

は
、
刃
物
の
サ
ビ
を
ミ
シ
ン
油
で

止
め
た
こ
と
や
、
レ
モ
ン
の
汁
で

銅
製
品
を
磨
い
た
こ
と
等
、
身
近
な

も
の
を
用
い
て
作
業
を
進
め
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
学
生
達
も
大
変
驚
い

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

視
察
の
最
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交

換
会
で
は
、
「
マ
ッ
サ
ン
へ
資
料
を

貸
し
出
し
た
こ
と
を
他
町
村
へ
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
で
は
な
い
か
。」、
「
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
文
化
財
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
文
化
財
の
整
理
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。」
等
々
の
意
見
が
述

　

「
博
物
館
の
授
業
は
、
施
設
が
で

き
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で
、
そ
れ

が
な
い
場
合
と
い
う
の
は
今
ま
で
考

え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。」、
「
日
常

で
手
に
い
れ
や
す
い
も
の
の
中
か
ら

模
索
し
な
が
ら
資
料
を
保
存
し
て
い

く
と
い
う
臨
機
応
変
さ
の
必
要
性
も

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
等
の
感
想

の
ほ
か
、
「
管
理
し
や
す
い
資
料
を

町
民
や
観
光
客
が
利
用
す
る
施
設
に

展
示
す
る
の
は
ど
う
か
。」、
「
日
常

的
に
子
ど
も
達
が
文
化
財
に
触
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
町
へ
の
愛
着
や
文

化
財
保
護
へ
の
意
識
を
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。」
等
の
貴
重
な
意
見
も
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
大
学
等
の
専
門
機
関

と
連
携
し
、
町
の
郷
土
資
料
の
活
用

方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
学
生

等
へ
積
丹
の
歴
史
や
文
化
を
生
か
し

た
研
修
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
学
芸
員
の
卵
」

　
　
　
が
見
た
町
の
文
化
財

▲ B&G 海洋センターで行われた意見交換会

示
・
活
用
」
、
「
調

査
・
研
究
」
等
を

行
う
「
博
物
館
法
」

に
定
め
ら
れ
た
専

門
職
員
で
す
。

　

学
芸
員
を
養
成

す
る
た
め
、
各
大

学
に
は
学
芸
員
課

程
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
こ
こ
で
学

ぶ
学
生
は
、
そ
れ

上
で
、
各
地
の
博
物

館
に
任
用
さ
れ
、
晴

れ
て
「
学
芸
員
」
と

な
る
の
で
す
。

　

今
年
２
月
、
札
幌

市
の
北
海
学
園
大
学

学
芸
員
課
程
履
修
生

13
名
と
引
率
教
員
２

名
が
、
積
丹
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

「
学
芸
員
の
卵
」

▲旧幌武意小学校を視察する学生達

の
課
題
を
出
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学

芸
員
課
程
の
学

生
は
、
普
段
大

学
で
学
ぶ
際
、

博
物
館
・
資
料

館
等
の
施
設
に

て
研
究
・
保
存
・

普
及
活
動
等
の

職
務
に
当
た
る

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の

視
察
に
関
す
る
学
生

の
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

め
た
『
北
海
学
園
大

学
学
芸
員
課
程
学
事

報
告
書
』
第
27
号

（
２
０
１
５
年
３
月

発
行
）
に
も
、
様
々

な
意
見
・
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
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交通安全はみんなの願い

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

５日（日） 森 内 科 胃 腸 科 医 院 仁木町北町 32-3455

12 日（日）よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

19 日（日）脳神経外科よいち港南クリニック 余市町大川町 21-5566

20 日（月）よ い ち 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク 余市町大川町 48-5000

26 日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

７月の余市管内休日当番病院等

■
発

行
・編

集
／

積
丹

町
企

画
課

　■
印

刷
／

㈱
 お

お
は

し
　　〒

0
4
6
-0

2
9
2
　北

海
道

積
丹

郡
積

丹
町

大
字

美
国

町
字

船
澗

4
8
番

地
5

　
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
4
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
2
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
h

ttp
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.sh

a
k
o
ta

n
.h

o
k
k
a
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o
.jp

E
-m

a
il　k

ik
a
k
u
@
to

w
n
.sh

a
k
o
ta
n
.lg

.jp

１㈬

●離乳食教室（10:30～ 総合文化センター）

●入舸稲荷神社例大祭（２日まで）

●積丹神社例大祭（２日まで）

●野塚稲荷神社例大祭（２日まで）

３㈮
●いきいきクラブ

（10:30～13:30 余別地区コミュニティセンター）

４㈯ ●美国神社例大祭（６日まで）

14㈫ ●中学校芸術観賞会（13:15～ 美国中学校）

16 ㈭ ●神威神社例大祭（18日まで）

28 ㈫

●夏休み朝活どう場（31日まで）

（9:00～ B&G海洋センター）

●ジュニア水泳教室（31日まで）

（10:00～ B&G海洋センター）

29 ㈬
●丸山健康相談
（13:30～15:00 丸山会館）

30 ㈭
●いきいきクラブ

（10:30～11:30 野塚地区ふれあい交流館）

７月のこよみ

世帯数／1,170世帯（－３）

人　口／2,289人  （－10）

　男　／1,079人  （－５）

　女　／1,210人  （－５）

－７月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

慶 

弔 

録

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／３人(－19）●転出／12人(－10）

●出生／1人(＋１）　　●死亡／2人(－２)

平成27年5月31日現在､(　)内は前月比

出
勤
の
風
も
着
こ
な
し
新
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　 

成
田
智
世
子

大
粒
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
や
風
薫
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

藤
原
　
わ
子

海
猫
も
来
て
薫
風
の
除
幕
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
来
　
和
子

五
月
雨
や
し
づ
か
に
畳
む
屋
号
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
笑
子

箸
先
の
鼻
に
つ
ー
ん
と
山
葵
債
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
幸
子

親
の
忌
の
夫
婦
茶
碗
に
新
茶
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

こ
う
な
ご
を
追
ひ
か
け
動
く
漁
火
は
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

花
仰
ぐ
老
の
一
瞬
腰
の
伸
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
　
　
猛

風
薫
る
醤
油
工
場
の
駐
車
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

も
の
の
芽
に
や
わ
き
陽
ざ
し
の
夏
近
し
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
淳
史

診療時間：午前９時～午後５時

７
月
号
№
643

この広報誌は再生紙を使用しています。

０死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第２位》

5,403日達成

（平成27年６月１日現在）

０

　

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

川　村　京　子　様（美国町） ３０，０００円

お
く
や
み
（
死
亡
）

上
口
　
晃
　
　
75
歳
　 

美
国
町

木
村
　
宏
　
　
80
歳
　 

幌
武
意
町

熊　倉　政　司　様（野塚町） ２０，０００円

野
　
宮

　
涼

　
生

　
　
美
国
町

齊
　
藤

　
穂

　
香

す
え
な
が
く
お
し
あ
わ
せ
に

（
結
婚
）

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

（
出
生
）

南
方

颯そ

う

た太

亮
　
二

美
国
町

峰
　
葉

木
　
浪

　
耀

　
介

　
　
美
国
町

齊
　
藤

　
夏

　
生

本
　
間

　
裕
一
郎

　
　
婦
美
町
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ふるさと応援・寄付金

大　沢　　哲　　様（札幌市）　　　　氏名のみ公表

ご協力ありがとうございました　

佐　藤　すみ子　様（横浜市）　 　　５０，０００円

（４月～５月分）

広報しゃこたん平成 27 年７月号
12


